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年
前
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
校
舎

全
体
の
３
分
の
２
が
被
害
を
受
け
た
本
校
。

特
に
３
棟
・
４
棟
の
建
物
が
大
き
く
被
害
を

受
け
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
。

　
　
わ
っ
て
仮
設
校
舎
が
建
て
ら
れ
、
過
去

の
紙
面
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
一
・
二
年

生
の
教
室
、
理
科
実
験
室
・
講
義
室
と
し
て

使
用
さ
れ
、
生
徒
達
が
授
業
を
受
け
て
き
た
。

３
・
４
棟
の
解
体
工
事
、
そ
し
て
災
害
復
旧

工
事
が
幾
多
の
困
難
に
遭
い
な
が
ら
も
平
成

二
六
年
八
月
二
〇
日
（
水
）
に
竣
工
完
成
し

た
。
内
装
に
は
全
体
的
に
「
木
」
を
用
い
て

柔
ら
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
教
室
も
Ａ
版

の
机
が
使
用
で
き
る
大
き
さ
に
な
り
、
エ
ア

コ
ン
も
設
置
さ
れ
た
。
さ
ら
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
も
設
置
さ
れ
、
利
便
性
が
向
上
し
た
。

　
　
校
舎
へ
の
引
越
し
は
九
月
一
日
（
月
）

梅
苑
祭
の
片
付
け
の
日
に
行
わ
れ
た
。

　
　
年
生
教
室
が
新
校
舎
の
二
階
へ
、
同
様

に
二
年
生
教
室
が
三
階
、
一
年
生
教
室
が
四

階
へ
移
動
と
な
っ
た
。

四代新三

新
校
舎
竣
工
〜
新
た
な
る
旅
立
ち
へ
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科
関
係
の
教
室
は
、
五
階
に
物
理
実
験

室
と
講
義
室
、
一
階
に
化
学
実
験
室
と
講
義

室
、
生
物
実
験
室
と
講
義
室
が
移
動
し
た
。

地
学
講
義
室
、
美
術
教
室
、
書
道
教
室
、
教

育
相
談
室
等
は
、
１
・
２
棟
の
耐
震
補
強
工

事
後
、
２
棟
に
移
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
年
二
月
、
太
宰
府
天
満
宮
か
ら
恵
与
さ

れ
た
５
本
の
梅
の
若
木
も
芽
吹
き
の
季
節
を

迎
え
、
い
よ
い
よ
花
咲
こ
う
と
し
て
い
る
。

新
校
舎
も
完
成
し
新
た
な
旅
立
ち
の
瞬
間
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

理昨

『志乃夫草』しのぶ草、続報

校友会誌（生徒会誌）『志乃夫草』保存のため、第２回役員会
と同窓会総会で購入が承認された耐火金庫が、平成 26年 12月
17日図書館準備室に搬入されました。
早速、平成 25年 8月にいただいた、福島市飯坂町の「なか

むらや旅館」の蔵から出てきた阿部久三郎氏（中 12回大正３
年卒、元大阪大工学部教授）が集めた 15冊も含めた２号～現
在まで（欠本は、１号・７号）の冊子と第１回卒業式記念写真（明
治 36年３月）～昭和 19年度までの卒業式記念写真をアルバム
にしたものを収納しました。
その後 12月下旬に第１号が、「東京大学大学院・法学政治学

研究科付属・近代日本法政史料センター・明治新聞雑誌文庫」
にあるとの情報が、県立図書館旧職員菅野俊之さんから寄せら
れ、東京大学大学院に依頼してコピーを送っていただきました。
これで今まで発行された『志乃夫草』（しのぶ草）のうち残すは、

第７号のみとなり、このことは福島民報にも１月 18日付けの
社会面に大きく取り上げられ、その後学校に公認会計士の安斎
勇雄氏からも 11冊の寄贈があり、その輪が広がりつつあります。
今回の寄贈をうけた冊子を少し読んだだけでも、現在歌われ

ている校歌（第二校歌）についての興味深い内容が分かってき
ました。
以前から本校初の図画教員堀江繁太郎が仙台の旧制二高教授

土井晩翠先生に、自分が描いた福中生の学校生活の絵日記を見
せ、福島の風景、土地柄の話を説明し、作詞を依頼しに行った
事は分かっていたのですが、そのきっかけが本校創立２５周年
記念事業で祝賀会を予定し、それが突然起こった関東大震災
で中止となり、集めたお金の内当時の五十円 (現在の金額で約
１０万円)で依頼したと言う事です。（志乃夫草第26号同窓会報）
まだまだ細かいところまで「志乃夫草」を読み込んだわけで

はありませんが、今後また新たな発見があればこの同窓会報に
報告していきます。
※参考文献、「信夫草第 26号」、「しのぶ草 2009 年、新井田

大校長巻頭言」、「福高百年史、福中・福高の青春群像 P227 高
木善三郎氏 (中 35) 校歌の由来」

column
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「
梅
よ
咲
け
」
は
永
い
間
、
本
校

で
英
語
を
担
当
し
て
い
た
井
上
光
貞

先
生
（
中
学
44
回
生
）
の
教
え
子
た

ち
の
集
ま
り
〝
梅
光
会
〞
で
あ
い
さ

つ
し
た
文
集
の
表
題
で
す
。
後
年
の

梅
光
会
の
あ
い
さ
つ
で
は
本
校
校
歌

５
番
を
引
用
さ
れ
、
当
時
の
生
徒
諸

君
は
今
や
、
社
会
・
国
家
・
世
界
の

中
で
様
々
な
分
野
で
顕
著
な
活
動
す

る
者
あ
り
、
一
隅
を
照
ら
す
者
あ
り
、

ま
こ
と
に
教
え
の
庭
の
梅
さ
な
が
ら

咲
き
誇
り
、
馥
郁
た
る
香
を
放
っ
て

い
る
。
自
身
を
「
梅
の
花
」
の
一
輪

と
し
て
の
み
ず
か
ら
の
半
生
を
誇
ら

し
く
回
顧
し
て
い
る
、
と
結
ば
れ
た
。

　
昨
年
２
月
28
日
、
学
問
の
神
様
・

菅
原
道
真
公
を
祭
る
太
宰
府
天
満
宮

か
ら
恵
与
を
賜
っ
た
五
本
の
梅
の
植

樹
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
僅
か
な
が

ら
小
さ
な
花
弁
を
付
け
、
蕾
が
ほ
こ

ろ
び
か
け
た
若
木
も
、
厳
寒
の
中
、

千
四
百
粁
の
輸
送
で
全
て
凋
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。
５
月
７
日
、
太
宰
府

天
満
宮
の
研
修
旅
行
で
被
災
地
福
島

県
を
選
ん
だ
西
高
辻
信
良
宮
司
ら
が

本
校
を
訪
れ
、
梅
の
木
の
生
育
状
況

を
視
察
し
、
蝕
ま
れ
た
若
木
の
適
切

な
対
応
を
指
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

折
に
宮
司
か
ら
福
島
高
校
と
太
宰
府

の
末
永
い
お
付
合
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
と
温
か
い
お
言
葉
を
戴
き
ま

し
た
。
10
月
15
日
太
宰
府
天
満
宮
の

造
園
技
能
士
ら
４
名
を
本
校
に
派
遣

さ
れ
、
若
木
の
剪
定
等
を
し
て
戴
き

ま
し
た
。

　
同
窓
会
と
し
て
は
こ
れ
を
機
に
、

こ
の
五
本
の
若
木
が
立
派
に
生
長
す

る
こ
と
を
願
い
「
梅
基
金
」
を
設
け
、

太
宰
府
と
の
交
流
を
続
け
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
５
月
30
日
、
関
東
梅
苑
祭
・
合
同

同
期
会
、
９
月
11
日
、
み
や
ぎ
梅
苑

会
が
開
催
さ
れ
、
関
東
で
は
中
学
39

回
か
ら
高
校
65
回
、
み
や
ぎ
で
は
中

学
43
回
か
ら
高
校
58
回
と
な
か
で
も

若
い
世
代
が
多
く
出
席
さ
れ
、
活
発

な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
お
り
大
変
心

強
い
思
い
で
し
た
。
11
月
28
日
の
同

窓
会
総
会
も
前
年
以
上
若
い
世
代
に

出
席
を
戴
き
三
百
名
を
超
え
る
盛
会

で
し
た
。
恒
例
の
講
演
会
の
講
師
は
、

関
東
梅
苑
会
に
続
い
て
、
あ
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
朝
ド
ラ
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
の
テ
ー

マ
曲
の
作
曲
家
大
友
良
英
氏(

高
校

30
回)

で
し
た
。
震
災
後
は
音
楽
を

通
し
て
復
興
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
総
会
で
は
文
部
科

学
省
か
ら
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
に
指
定
さ

れ
て
い
る
本
校
は
、
同
省
と
科
学
技

術
振
興
機
構
主
催
の 

Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
徒

発
表
会
で
全
国
の
指
定
校
２
０
４
校

の
頂
点
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
に
輝

き
、
同
窓
会
と
し
て
金
一
封
を
贈
呈

い
た
し
ま
し
た
。

　
同
期
生
の
グ
ル
ー
プ
に
加
え
、
職

域
か
ら
東
邦
銀
行
、
福
島
民
報
社
、

部
活
か
ら
野
球
部
Ｏ
Ｂ
の
参
加
を
得

て
、
縦
・
横
に
さ
ら
に
斜
め
の
糸
を

織
り
込
み
、
よ
り
強
固
な
組
織
へ
と

発
展
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
間
も
な
く
卒
業
式
で
す
。
こ
の
春

卒
業
す
る
三
年
生
が
命
名
し
た
「
福

高 

（
ふ
っ
こ
う
）
の
暁
」
は
じ
め

五
本
の
若
木
が
花
を
咲
か
せ
、
卒
業

生
を
力
強
く
送
っ
て
く
れ
る
と
信
じ

て
お
り
ま
す
。

　
五
本
の
梅
の
木
よ
、
卒
業
生
よ
、

こ
れ
か
ら
実
社
会
へ
飛
び
立
た
ん
と

し
て
い
る
若
い
同
窓
生
よ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
「
梅
よ
咲
け
」
と
心
よ
り
エ
ー

ル
を
贈
り
ま
す
。

同窓会会長
川崎眞二
（高校第11回卒）

「
梅
よ
咲
け
」

　
平
成
26
年
度
「
福
高
同
窓
会
総
会
」
が
11

月
28
日
、
午
後
六
時
か
ら
ホ
テ
ル
福
島
グ

リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総

会
に
先
立
っ
て
大
友
良
英
氏
（
高
校
第
30
回

卒
）
に
よ
る
、
「
震
災
後
の
活
動
か
ら
あ

ま
ち
ゃ
ん
の
音
楽

　
そ
し
て
盆
踊
り
ま
で
」

と
題
し
た
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
大
友

氏
は
平
成
25
年
に
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
の
音
楽

を
担
当
し
、
ド
ラ
マ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
絶

妙
な
そ
の
音
楽
は
、
全
国
的
な
「
あ
ま
ち
ゃ

ん
ブ
ー
ム
」
を
巻
き
起
こ
し
て
い
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
制
作
の
秘
話

や
震
災
後
の
み
ず
か
ら
の
支
援
活
動
、
ま
た
、

高
校
時
代
の
思
い
出
な
ど
思
い
出
深
く
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
「
太
宰
府
梅
基
金
」
の
創
設

な
ど
が
承
認
さ
れ
、
ま
た
、
全
国
Ｓ
Ｓ
Ｈ
生

徒
研
究
発
表
会
で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
対
し
、
今
後
の
研
究
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
祝
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
年
度
の
福
高
同
窓
会
総
会
は
、
平
成
27

年
11
月
27
日
（
金
）
18
時
よ
り
、
福
島
グ

リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
行
わ
れ
ま
す
。
会
員
の
皆

様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
チ
ケ
ッ
ト
に
関
し
て
は
、
同
窓

会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
高同窓会総会
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1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 2,358,674 2,358,674 
(2)入会金 945,000 933,000 卒業生（311名×3,000円）
(3)年会費 3,315,000 3,533,662 卒業生(311名×1,000円)

会員(1,250名)
(4)雑収入 100,000 200,371 寄付金(福中47大越勝忠様

￥200,000）、 利息等
(5)繰入金 0 0 
合　　計 6,718,674 7,025,707 

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 10,163,586 10,163,586 
(2)会費 1,760,000 1,905,000 卒業生（311名×1,000円）

会員（852名）
(3)雑収入 2,042 41,570 預金利子、部活動助成返金
合　　計 11,925,628 12,110,156 

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)繰越金 1,697,614 1,697,614 
(2)積立金 500,000 500,000 26年度分
(3)雑収入 183 267 預金利息　
合　　計 2,197,797 2,197,881 

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)繰越金 1,850,605 1,850,605 
(2)積立金 200,000 200,000 同窓会後援会より
(3)雑収入 100,000 225,170 預金利子、寄付金等
合　　計 2,150,605 2,275,775 

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)飛び梅接待関係 1,800,000 1,850,751 旅費、接待費、諸経費、記念碑代等
(2)飛び梅管理費 35,000 35,640 全国大会出場助成等
(3）予備費 315,605 0 
合　　計 2,150,605 1,886,391 

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)後援会費 1,200,000 879,107 飛び梅関係（旅費、諸経費、式典等）
(2)部活動助成 300,000 160,000 全国大会出場助成等
(3)梅苑会館維持管理費 500,000 500,000 
(4)義援金積み立て 200,000 200,000 
(5)予備費 9,725,628 0 
合　　計 11,925,628 1,739,107 

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1）修繕費 0 0 梅苑会館修繕費
合　　計 0 0

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 2,467,938
(2)入会金 957,000 卒業生（319名×3,000円）
(3)年会費 3,319,000 卒業生（319×1,000円）

会員（約1,500名×2,000円）
(4)雑収入 100,000 利息、寄付金等
(5)利息 0 
合　　計 6,843,938 

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
１.事業費 3,430,000 
(1)総会費 550,000 定期総会開催に関する費用
(2)会報費 2,500,000 梅苑会報印刷、郵送代、振替用紙
(3)母校後援費 280,000 卒業生証書ホルダー
(4)特別事業費 100,000 

２.運営費 810,000 
(1)会議費 200,000 役員会、幹事会
(2)事務諸費 10,000 振り込み手数料他
(3)交際費 150,000 関東・みやぎ梅苑会お祝い、職員餞別、その他
(4)慶弔費 100,000 
(5)通信費 50,000 切手、葉書代
(6)旅　費 250,000 関東・みやぎ梅苑会出席者旅費
(7)雑　費 50,000 

３.会員名簿管理費 800,000 平成26年度分会員名簿管理費
４.予備費 1,803,938 
合　　計 6,843,938 

項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
１.事業費 3,530,000 3,235,985 
(1)総会費 550,000 523,992 定期総会開催に関する費用
(2)会報費 2,600,000 2,443,443 梅苑会報印刷、郵送代、振替用紙
(3)母校後援費 280,000 268,550 卒業生証書ホルダー
(4)特別事業費 100,000 0 

２.運営費 740,000 534,284 
(1)会議費 200,000 197,554 Ｈ25年第２回、Ｈ26年第１回役員会
(2)事務諸費 10,000 1,590 振り込み手数料
(3)交際費 150,000 65,000 関東･みやぎ梅苑会参加費、局長名刺代
(4)慶弔費 100,000 0 
(5)通信費 80,000 31,520 往復葉書、切手
(6)旅　費 150,000 237,120 関東･みやぎ梅苑会出席旅費
(7)雑　費 50,000 1,500 局長名刺代

３.会員名簿管理費 840,000 787,500 平成25年度分会員名簿管理費
４.予備費 1,608,674 0 
合　　計 6,718,674 4,557,769 

平成27年度　一般会計予算書　26年９月１日～27年8月31日

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 10,371,049 
(2)会費 1,900,000 卒業生（319名×1,000円）、会員（約850名）
(4)雑収入 2,042 利子等

合　　計 12,273,091 

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 2,197,881 
(2)積立金 500,000 母校後援会会計より
(3)雑収入 250 利子等
合　　計 2,698,131 

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 389,384 
(2)積立金 200,000 同窓会後援会より
(3)雑収入 10,000 預金利子、寄付金等
合　　計 599,384 

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)後援会費 1,200,000 母校への助成
(2)部活動助成 300,000 全国大会出場の部への激励金
(3)梅苑会館維持管理費 500,000 
(4)義援金積み立て 200,000 
(4)予備費 10,073,091 

合　　計 12,273,091 
項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)修繕費 0 
(2）次期繰越金 2,698,131 
合　　計 2,698,131 

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)飛び梅接待関係 20,000 
(2)飛び梅管理費 70,000 
(3）予備費 509,384 
合　　計 599,384 

項目間の流用をお認め願います。

平成27年度母校後援会費予算書　26年９月１日～27年8月31日

平成27年度福島高校同窓会梅苑会館維持管理会計予算書（特別会計）

平成27年度県立福島高校同窓会義援金会計報告

平成26年度　一般会計決算書　25年９月１日～26年8月31日

平成26年度　母校後援会費決算書　25年９月１日～26年8月31日

平成26年度福島高校同窓会梅苑会館維持管理会計決算書（特別会計）

平成26年度県立福島高校同窓会義援金会計決算書

収入決算額･･･7,025,707円　支出決算額･･･4,557,769円　次年度へ繰越額･･･2,467,938円

収入決算額･･･12,110,156円　支出決算額･･･1,739,107円　次年度へ繰越額･･･10,371,049円

収入決算額･･･2,197,881円　支出決算額･･･0円　次年度へ繰越額･･･2,197,881円

収入決算額･･･2,275,775円　支出決算額･･･1,886,391円　次年度へ繰越額･･･389,384 円
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関
東
梅
苑
会
だ
よ
り

千
石
先
生
と
の
出
会
い

―
―
こ
こ
ま
で
な
ら
当
時
の
子
供
の
誰

も
が
多
少
は
経
験
す
る
こ
と
で
す
ね
。

実
は
高
校
２
年
の
こ
ろ
『
わ
く
わ

く
動
物
ラ
ン
ド
』
と
い
う
テ
レ
ビ
番

組
を
観
て
、
爬
虫
類
学
者
の
千
石
正

一
先
生
に
衝
撃
を
受
け
た
ん
で
す
。

先
生
は
、
そ
れ
ま
で
の
学
者
に
は
な

い
雰
囲
気
で
、
な
お
か
つ
あ
の
長
髪

（
笑
）。
な
に
し
ろ
当
時
は
恐
竜
の
進

化
や
絶
滅
に
つ
い
て
解
説
で
き
る
爬

虫
類
研
究
者
は
先
生
し
か
い
な
か
っ

た
。
し
か
も
子
供
の
こ
ろ
か
ら
読
ん

―
―
肉
食
爬
虫
類
研
究
に

携
わ
る
き
っ
か
け
は
。

子
供
の
こ
ろ
テ
レ
ビ
で
ウ
ル
ト
ラ

マ
ン
な
ど
特
撮
番
組
が
は
や
っ
て
い

ま
し
た
。
と
く
に
円
谷
プ
ロ
の
怪
獣

モ
ノ
が
大
好
き
だ
っ
た
の
で
、
恐
竜

や
爬
虫
類
へ
と
自
然
に
興
味
が
移
っ

て
い
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

と
２
歳
ご
ろ
親
類
が
買
っ
て
く
れ
た

カ
メ
と
か
、
近
所
の
カ
ナ
ヘ
ビ
を
捕

ま
え
て
は
飼
育
し
た
幼
い
こ
ろ
の
経

験
が
き
っ
か
け
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

で
い
た
爬
虫
類
の
記
事
の
ほ
と
ん
ど

が
先
生
の
手
に
よ
る
も
の
と
知
っ
て
、

こ
れ
は
信
頼
で
き
る
方
だ
と
思
い
ま

し
た
。
そ
う
な
る
と
も
う
千
石
先
生

の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
し
ま
い
、
勉

強
そ
っ
ち
の
け
で
爬
虫
類
の
書
物
に

の
め
り
込
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

実
際
、
高
校
３
年
で
イ
グ
ア
ナ
の
飼

育
も
始
め
た
ぐ
ら
い
で
す
。

―
―
そ
の
後
、上
京
し
て
千
石
先
生
の

門
を
た
た
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
が
。

１
年
浪
人
し
て
東
京
の
大
学
に
入

り
ま
し
た
。
何
と
言
っ
て
も
上
京

の
目
的
が
「
弟
子
入
り
」
で
す
か

ら
、
入
学
し
て
す
ぐ
に
当
時
、
環
境

庁
の
外
郭
団
体
だ
っ
た
日
本
野
生
生

物
研
究
セ
ン
タ
ー
（
現
在
財
団
法
人

自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
）
に
千
石

先
生
を
訪
ね
て
志
願
し
ま
し
た
。「
弟

子
入
り
」
が
許
さ
れ
て
か
ら
は
先
生

の
「
カ
バ
ン
持
ち
」
と
勉
強
会
の
お

手
伝
い
、
そ
れ
に
野
外
調
査
の
毎
日
。

先
生
は
、
夕
方
４
時
に
出
勤
し
て
翌

朝
４
時
ま
で
勉
強
す
る
と
い
う
夜
型

で
し
た
の
で
、
先
生
が
参
加
し
な
い

早
朝
か
ら
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
手

伝
わ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
何
で
も
や

り
ま
し
た
。

先
生
か
ら
は
調
査
方
法
の
基
本
か

ら
手
取
り
足
取
り
厳
し
く
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
覚
え
が
悪
い
の
で

何
度
も
何
度
も
し
か
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
は
２
０
１
２
年
２
月
に
お
亡
く

な
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
肉
親
以
外

で
は
一
番
し
か
っ
て
く
れ
た
恩
師
で

す
。
そ
し
て
私
が
一
番
し
か
ら
れ
た

弟
子
で
し
た
。

「
恐
竜
博
」を
手
が
け
る

―
―
現
在
の
お
仕
事
に
つ
い
て
。

大
学
４
年
間
は
あ
ま
り
学
校
の
勉

強
に
身
が
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

唯
一
古
い
文
献
の
解
読
法
だ
け
は
真

面
目
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
卒
業
後

は
就
職
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
は

爬
虫
類
研
究
所
を
設
立
し
て
、
大
学

や
専
門
学
校
の
非
常
勤
講
師
も
務
め

て
い
ま
す
が
、
収
入
の
ほ
と
ん
ど
は

恐
竜
に
関
す
る
仕
事
で
す
。
本
や
記

事
の
執
筆
を
中
心
に
「
恐
竜
博
」
の

監
修
を
手
が
け
た
り
、
博
物
館
に
展

示
す
る
骨
格
標
本
の
陳
列
、
恐
竜
の

Ｃ
Ｇ
映
像
の
殺
陣
の
振
り
付
け
も
し

て
い
ま
す
。
鳴
き
声
を
骨
格
な
ど
か

ら
想
像
し
て
、
自
分
の
声
と
他
の
動

物
の
声
を
合
成
し
て
制
作
し
た
り
も

す
る
ん
で
す
よ
。

―
―
恐
竜
や
爬
虫
類
の
魅
力
と
は
。

好
き
に
な
っ
た
原
点
は
怪
獣
モ
ノ

に
あ
り
ま
す
が
、
な
に
よ
り
動
物
の

想
像
を
超
え
た
形
に
面
白
さ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
理
由
も
な
く
「
嫌
わ

れ
た
り
、
怖
が
ら
れ
た
り
、
迫
害
さ

れ
た
り
す
る
」
も
の
に
対
す
る
一
種

の
シ
ン
パ
シ
ー
も
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
う
み
え
て
、
爬
虫
類
は
触
っ

て
み
る
と
温
か
い
ん
で
す
よ
。
変
温

動
物
と
い
う
こ
と
で
冷
た
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
で
体
温
を

上
げ
下
げ
で
き
な
い
だ
け
な
の
で
す
。

知
能
も
持
っ
て
い
て
、
イ
グ
ア
ナ
ぐ

ら
い
に
な
る
と
人
間
の
幼
児
ぐ
ら
い

は
あ
っ
て
、
す
ね
た
り
、
は
し
ゃ
い

だ
り
、
感
情
も
豊
か
な
ん
で
す
。

千
石
先
生
は
か
ね
て
「
恐
竜
は
現

代
に
つ
な
が
る
学
問
だ
か
ら
良
い
」

爬
虫
類
研
究
の
原
点
は「
怪
獣
」に

関東梅苑会 定期総会・合同同期会
スペシャルゲスト
肉食爬虫類研究所 代表

富田 京一さん（高校37回卒）

平成27年度 定期総会・合同同期会
●日時：５月22日（金）
 【受付】18時～　【開宴】18時半～
●会場：東京グリーンパレス
 ・千代田区二番町２ TEL.03-5210-4600
 ・麹町駅徒歩1分、半蔵門駅徒歩5分

肉食爬虫類研究所・富田京一さん（高37回卒）
スペシャルゲスト
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Profi le

ゴ
ル
フ
愛
好
会
に
つ
い
て

関
東
梅
苑
会
ゴ
ル
フ
愛
好
会
は
、
毎
年
春
と
秋
の

２
回
、
和
や
か
に
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と
コ
ン
ペ
後
の
懇

親
会
を
行
っ
て
お
り
、
会
員
は
現
在
約
60
名
で
す
。

会
長
は
高
３
回
の
山
口
隆
さ
ん
、
事
務
は
丸
山
秀

夫
さ
ん
（
高
９
回
）・
宍
戸
金
二
郎
さ
ん
（
高
14
回
）・

戸
松
哲
男
さ
ん
（
高
19
回
）
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

大
会
は
40
回
以
上
に
な
り
ま
す
が
、
概
し
て
会
員

の
ス
コ
ア
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ど
な
た
も
安

心
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ね
！
（
笑
）

コ
ン
ペ
は
あ
の
名
門

日
高
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
！

　

コ
ン
ペ
会
場
は
埼
玉
県
の
日
高
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
。
こ
の
ゴ
ル
フ
場
は
、
今
で
も
会
員
の
同
伴
か
紹

介
が
必
要
で
、
一
見
さ
ん
に
は
敷
居
が
高
い
、
い
わ

ゆ
る
「
名
門
」
コ
ー
ス
。
で
も
高
９
回
の
村
松
邦
一

さ
ん
が
支
配
人
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ

な
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
て
ま
す
。

「
東
」「
西
」「
南
」
の
３
コ
ー
ス
27
ホ
ー
ル
は
い

ず
れ
も
よ
く
整
備
さ
れ
て
美
し
く
、
戦
略
的
な
ホ
ー

ル
が
所
々
に
。
普
段
は
１
０
０
前
後
の
ス
コ
ア
の
方

で
も
う
っ
か
り
油
断
す
る
と
苦
戦
す
る
と
言
わ
れ
る
、

一
度
は
プ
レ
ー
し
て
み
た
い
魅
力
的
な
ゴ
ル
フ
場
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
！

同
期
の
仲
間
と

和
気
あ
い
あ
い
で
プ
レ
ー
を
！

コ
ン
ペ
参
加
者
は
、
最
長
老
の
中
39
回
佐
藤
庄
市

郎
先
輩
を
筆
頭
に
常
連
の
方
も
数
名
お
り
ま
す
が
、

メ
ン
バ
ー
は
そ
の
都
度
異
な
り
ま
す
。
毎
回
、
お
よ

そ
５
〜
７
組
で
行
わ
れ
、
同
年
代
や
同
期
生
が
同
じ

組
で
回
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
の
で
、
初
め

て
参
加
す
る
方
も
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
も
し
、
同
期
生
で
時
々
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
る
な

ら
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
こ
の
名
門
コ
ー
ス
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
！

懇
親
会
で
は
成
績
発
表
や
上
位
者
へ
の
表
彰
と
賞

品
授
与
等
も
行
わ
れ
ま
す
。

とみた ･ きょういち　1966 年生まれ。
福島市立清明小（当時）、福島大附属中
を経て、1985 年福島高校卒。1990 年
帝京大学文学部卒。大学在学中に爬虫類
学者の千石正一氏に師事し、さまざまな
フィールドワークを経験しながら動物に
関する執筆活動をスタート。小学館の雑
誌『小学一年生』で「ドクター・トミー」
としてデビュー。2002 年に「肉食爬虫
類研究所」を設立。「マングローブ生態系
における爬虫類の役割」が専門で国内外

丸山秀夫さん（高９回）
TEL 0484-76-4120

春：４月２日
秋：10月下旬～11月上旬

会費：４千円
※プレー代や飲食代等は
各自で精算です。プレー
代などについてはお気軽
に事務局の丸山さんにお
問合せください！

お問合せ

平成２７年度のゴルフ大会

参加費

の調査活動なども精力的に手がける。『日
本のカメ・トカゲ・ヘビ』『すべてわか
る恐竜大事典』など動物や恐竜に関する
著作は多数。テレビ・ラジオなどメディ
アへの出演も多く、幕張メッセで開催さ
れた『世界最大の恐竜博 2002』に参加。
以降、多くの恐竜博をはじめ、全国の博
物館の恐竜展示に協力している。現在55
種類・約 100体の爬虫類と両生類、原始
哺乳類と同居。近著に『恐竜レスキュー 
ジュラ KIDS!」』（朝日新聞出版）発刊予定。

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
恐
竜

や
爬
虫
類
を
研
究
す
る
こ
と
は
地
球

環
境
と
生
物
の
調
和
を
考
え
る
「
未

来
に
つ
な
ぐ
学
問
」
だ
と
信
じ
て
い

ま
す
。

福
高
で
は
生
徒
会
長

―
―
爬
虫
類
以
外
で
は
、ど
ん
な

高
校
時
代
を
送
っ
て
い
ま
し
た
か
。

１
９
８
３
年
度
の
後
期
の
生
徒
会

長
を
務
め
ま
し
た
。
立
候
補
に
あ

た
っ
て
は
梅
苑
祭
の
充
実
や
部
活
動

の
予
算
ア
ッ
プ
を
公
約
に
し
て
当
選

し
ま
し
た
。
ほ
か
に
は
怪
獣
の
着
ぐ

る
み
や
ミ
ニ
チ
ュ
ア
に
よ
る
映
画
を

撮
影
し
た
り
、
落
語
研
究
会
の
部
長

も
務
め
て
梅
苑
祭
で
は
寄
席
を
開
い

た
り
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も

千
石
先
生
に
魅
入
ら
れ
て
か
ら
は
、

学
校
の
図
書
館
や
県
立
図
書
館
に
入

り
浸
っ
て
生
物
関
連
の
書
物
を
片
っ

端
か
ら
コ
ピ
ー
し
て
、
授
業
中
も
そ

の
コ
ピ
ー
を
教
科
書
で
隠
し
て
読
ん

で
い
ま
し
た
。

福
島
は「
恐
竜
の
宝
庫
」

―
―
ふ
る
さ
と
福
島
へ
の
思
い
を

お
願
い
し
ま
す
。

福
島
は
「
恐
竜
の
宝
庫
」
で
す
。

フ
タ
バ
サ
ウ
ル
ス
と
い
う
大
型
爬
虫

類
が
日
本
の
本
土
で
初
め
て
発
見
さ

れ
た
浜
通
り
は
、
中
生
代
の
海
生
生

物
の
化
石
が
世
界
的
に
も
集
中
し
て

発
見
さ
れ
る
地
域
で
、
か
つ
陸
上
の

化
石
も
豊
富
で
す
。
同
じ
恐
竜
で
有

名
な
福
井
県
で
見
つ
か
る
化
石
は
陸

上
か
淡
水
の
生
物
化
石
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

そ
れ
と
広
大
な
山
林
や
豊
か
な
水

に
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
も
っ
と
誇

り
に
思
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。「
ア

ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
」
の
よ
う
に

他
の
地
域
に
誇
れ
る
施
設
も
最
近
は

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
モ
リ
ア
オ

ガ
エ
ル
な
ど
福
島
の
自
然
環
境
と
生

態
系
の
調
和
を
子
供
た
ち
に
理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
施
設
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
震
災

か
ら
の
復
興
と
い
う
視
点
か
ら
も
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
お
手
伝

い
が
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

一緒
に
プ
レ
ー
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

関
東
梅
苑
会
ゴ
ル
フ
愛
好
会
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『
春
の
み
な
も
』
の
価
格
は
上
・
下
巻

と
も
税
込
２
１
６
０
円
。
書
籍
購
入
は

「
ノ
ー
ク
出
版
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

Profi le

さとう ･しょういち　1950 年生まれ。
福島大附属小・中を経て、1969年福島
高卒、1974年明治大商卒。
1984年株式会社ノーク設立。広告・

デザイン戦略、イベント企画設営など
に携わる。2011 年春吉省吾（はるよし
･しょうご）のペンネームで、長編時代
小説４部作の第１作『冬の櫻』（上・下）、
2014年第２作『春のみなも　幕末小藩
物語』（上・下）を上梓。今夏、３作『夏
の熾火（おきび）』刊行予定。

―
―
長
編
時
代
小
説『
春
の
み
な
も
』を

書
い
た
き
っ
か
け
は
。

福
島
市
を
舞
台
に
し
た
物
語
を
い

つ
か
書
い
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち

は
ず
っ
と
あ
り
ま
し
た
。
会
津
若
松

市
な
ど
と
比
べ
る
と
「
何
も
な
い

町
」
と
い
う
思
い
が
払
拭
で
き
ず
に

い
ま
し
た
が
、
本
当
に
そ
う
な
の
か

と
調
べ
て
い
く
と
、
福
島
・
信
達
地

方
は
凄
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
判
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
旧
市

内
は
明
治
14
年
の
火
事
で
江
戸
期
の

建
造
物
は
ほ
と
ん
ど
消
失
し
、
直
後

の
区
画
整
理
や
道
路
拡
張
で
景
観
は

全
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

人
は
生
ま
れ
育
っ
た
町
の
歴
史

を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い

と
、「
心
の
故
郷
」
と
し
て
そ
こ
に

戻
れ
な
い
も
の
で
す
。
物
語
の
中
に

現
実
を
映
し
込
み
、
福
島
城
下
の
躍

動
す
る
幕
末
の
物
語
を
伝
え
る
こ
と

が
、
私
自
身
の
た
め
に
も
、
次
世
代

の
方
々
に
も
必
要
と
考
え
ま
し
た
。

―
―
小
説
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
。

福
島
の
美
し
い
四
季
折
々
を
舞
台

に
、
人
間
関
係
の
妙
と
登
場
人
物
一

人
一
人
の
息
づ
か
い
を
感
じ
て
も
ら

え
る
小
説
を
書
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
こ
の
町
で
育
っ
た
私
の
役
割

だ
と
信
じ
て
、『
福
島
市
史
』
や
近

郊
の
市
町
村
史
を
集
め
、
10
年
ほ
ど

前
か
ら
構
想
を
練
り
始
め
ま
し
た
。

時
代
は
幕
末
、
舞
台
は
福
島
藩
と

信
達
地
方
。
過
酷
な
境
遇
に
あ
っ
て

も
く
じ
け
ず
健
気
に
生
き
て
い
く
福

島
藩
士
の
娘
「
初
（
は
つ
）」
を
主

人
公
に
し
た
物
語
が
で
き
上
が
り
ま

し
た
。

―
―
幕
末
の
福
島
に
つ
い
て
。

全
国
有
数
の
生
糸
市
場
を
背
景
に
、

福
島
城
下
に
は
３
つ
の
飛
脚
問
屋
の

支
店
が
あ
り
、
江
戸
や
京
大
阪
の
情

報
は
い
ち
早
く
城
下
の
商
人
達
に
伝

わ
り
ま
し
た
。
財
政
に
窮
し
た
福
島

藩
に
代
わ
っ
て
商
人
達
が
城
下
を
管

理
し
ま
し
た
。
信
達
一
揆
の
打
ち
毀

し
や
、
東
征
軍
の
進
攻
に
武
士
達
が

米
澤
に
逃
避
し
た
後
も
、
福
島
の
商

人
達
は
仙
台
藩
の
残
党
か
ら
城
下
を

守
っ
た
の
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
幕

末
か
ら
明
治
期
の
彼
等
の
活
躍
は
ほ

と
ん
ど
伝
承
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。『
春

の
み
な
も
』
は
忘
れ
去
ら
れ
た
「
傑

物
達
」
へ
の
鎮
魂
歌
で
も
あ
り
ま
す
。

―
―
執
筆
時
期
は「
東
日
本
大
震
災
」と

重
な
っ
て
い
ま
す
。

本
格
的
に
執
筆
を
始
め
て
す
ぐ
、

「
東
日
本
大
震
災
」
が
起
こ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
既
に
小
説
の
筋
書
き
は

固
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
熟
慮
の
末
、

全
体
構
成
を
再
考
し
ま
し
た
。
震
災

や
原
発
事
故
の
い
わ
れ
な
き
誹
謗
中

傷
、
過
剰
な
ま
で
の
反
応
を
一
切
捨

象
し
、「
福
島
」
の
措
か
れ
て
い
る

立
場
を
小
説
に
反
映
す
る
た
め
で
す
。

日
本
だ
け
で
な
く
、
視
座
を
大
き

く
「
世
界
」
に
拡
げ
「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」
を
正
し
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
時
代
小
説
『
春
の
み
な

も
』
に
そ
の
意
志
を
込
め
て
、
世
に

問
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
―
武
芸
に
秀
で
た
強
い
女
性
を
主
人

公
と
し
た
わ
け
は
。

絶
望
の
淵
か
ら
「
鎮
魂
と
祈
り
」

を
胸
に
「
希
望
の
意
志
」
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
深
い
教
養
を
持
ち
、

剣
や
柔
術
に
優
れ
、
胆
力
を
持
っ
た

魅
力
的
な
女
性
が
必
要
で
し
た
。
単

な
る
時
代
小
説
で
は
な
い
未
来
に
つ

な
が
る
物
語
で
す
か
ら
、
母
性
の
強

さ
と
優
し
さ
を
持
つ
女
性
が
主
人
公

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
初
」

は
そ
う
い
う
理
想
の
女
性
で
す
。

作
品
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
高
め
る
た

め
と
自
ら
の
健
康
を
兼
ね
て
、
20
年

ほ
ど
前
か
ら
弓
道
と
居
合
を
始
め
ま

し
た
。
現
在
は
渋
谷
区
弓
道
連
盟
の

役
員
と
し
て
、
指
導
も
し
て
い
ま
す
。

前
作
の
『
冬
の
櫻
』
で
は
弓
道
、『
春

の
み
な
も
』
で
は
居
合
の
経
験
が
そ

れ
ぞ
れ
の
作
品
に
生
き
て
い
ま
す
。

―
―
高
校
時
代
の
思
い
出
は
。

卒
業
は
安
田
講
堂
事
件
で
東
大
入

試
が
中
止
に
な
っ
た
年
で
、
前
年
は

福
高
の
卒
業
式
が
紛
糾
し
た
時
代
で

し
た
。
で
も
１
〜
２
年
ま
で
は
バ
ン

カ
ラ
で
自
由
な
校
風
を
絵
に
描
い
た

よ
う
な
学
校
生
活
。
修
学
旅
行
で
は

舞
妓
さ
ん
見
た
さ
に
祇
園
に
繰
り
出

し
門
限
破
り
を
す
る
よ
う
な
学
生
で

し
た
。
期
末
試
験
前
日
に
ス
キ
ー
に

行
っ
た
り
、
勉
強
に
役
立
た
な
い
本

を
読
ん
だ
り
と
そ
ん
な
学
生
で
し
た
。

―
―
福
島
に
寄
せ
る
思
い
を

お
願
い
し
ま
す
。

原
発
事
故
で
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
焼

き
付
い
た
「
福
島
」
を
、
希
望
あ
る

誇
り
高
き
「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ

Ａ
」
に
変
え
る
た
め
に
、
福
島
の
伝

統
と
文
化
を
見
つ
め
直
し
、
我
々
は

世
界
に
情
報
を
発
信
し
、
未
来
に
つ

な
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。
僭
越
で
す

が
、
私
の
小
説
が
そ
の
役
割
を
少
し

で
も
担
う
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
執
筆

を
通
し
て
故
郷
と
熱
く
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
の
未
来
に
生
き
る
す
べ
て
の
人
に
希
望
を

幕
末
の
福
島
を
描
い
た
小
説『
春
の
み
な
も
』を
上
梓
し
た

　
佐
藤

　
祥
一
さ
ん（
高
校
21
回
卒
）
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平
成
26
年
度
み
や
ぎ
梅
苑
会
総
会

が
９
月
11
日
仙
台
市
青
葉
区
の
ハ
ー

ネ
ル
仙
台
に
て
開
催
さ
れ
た
。
生
憎

の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
が
会
員
約
60

名
が
出
席
し
た
。

総
会
は
歌
川
事
務
局
長
（
高
17

回
）
の
司
会
の
も
と
、
物
故
会
員
に

黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
鈴
木
征
夫
会
長

同
会
は
「
荒
城
の
月
」
の
作
曲
で

知
ら
れ
る
仙
台
市
出
身
の
詩
人 

土
井

晩
翠
氏
の
足
跡
・
功
績
を
知
り
、
後

世
に
伝
え
明
る
い
地
域
社
会
の
創
造

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
没
後

50
年
に
あ
た
る
平
成
14
年
よ
り
隔
年

毎
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
7
回
の
今
年
も
「
晩
翠
忌
」
に

あ
た
る
10
月
19
日
㈰
に
氏
の
出
身
校

で
あ
る
仙
台
市
立 

立
町
小
学
校
に
て

行
わ
れ
、
地
元
の
小
中
学
校
在
校
生

か
ら
高
齢
の
卒
業
生
達
ま
で
、
愛
知

県
や
高
知
県
か
ら
の
参
加
も
含
め
16

（
高
12
回
）
が
「
母
校
は
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
懐
か
し
く
あ
り
が
た
い
存

在
、
同
窓
会
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た

い
」
と
挨
拶
し
議
長
席
に
着
い
た
。

総
会
は
議
案
と
し
て
①
平
成
25
年

度
事
業
報
告
・
会
計
報
告
及
び
監
査

報
告
、②
平
成
26
年
度
事
業
計
画
案
・

予
算
案
、
が
審
議
さ
れ
何
れ
も
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

恒
例
の
懇
親
会
は
母

校
よ
り
田
代
公
啓
校
長
、

同
窓
会
本
部
よ
り
川
崎

眞
二
会
長
・
今
関
達
也

事
務
局
長
・
西
山
伸
一

事
務
局
次
長
、
関
根
英

樹
理
事
、
後
援
会
よ
り

阿
久
津
順
二
会
長
、
父

母
と
教
師
の
会
よ
り
黒

森
陽
一
会
長
、
関
東
梅

苑
会
よ
り
佐
々
木
政

彦
・
戸
松
哲
男
両
副
会

長
を
来
賓
に
お
迎
え
し
、

事
務
局
の
菅
野
剛
広
氏

（
高
34
回
）
の
司
会
で

進
め
ら
れ
た
。

挨
拶
に
立
た
れ
た
川

崎
眞
二
会
長
か
ら
「
太

団
体
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

み
や
ぎ
梅
苑
会
は
平
成
15
年
の
第

２
回
よ
り
有
志
が
集
い
継
続
し
て
参

加
し
て
お
り
、
今
回
も
鈴
木
征
夫
会

長
（
高
12
回
）
初
め
16
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
今
回
は
福
島
か
ら
１
名
駆

け
つ
け
て
頂
い
た
ほ
か
東
北
大
学
混

声
合
唱
団
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
若

手
同
窓
生
３
名
が
初
め
て
加
わ
り
学

校
紹
介
の
あ
と 

校
歌
1
･
2
･
5

番
を
披
露
、
会
場
一
杯
に
素
晴
ら
し

い
ハ
ー
モ
ニ
を
響
か
せ
満
場
の
拍
手

を
浴
び
ま
し
た
。

宰
府
天
満
宮
の
飛
び
梅
移
植
の
経

緯
、
在
学
生
の
活
動
状
況
や
同
窓
会

へ
の
協
力
」
に
つ
い
て
、
田
代
公
啓

校
長
か
ら
は
「
新
校
舎
で
の
授
業
開

始
，
Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
徒
研
究
会
発
表
会
で

の
最
高
賞
の
受
賞
，
陸
上
の
ア
ジ
ア

大
会
出
場
，
囲
碁
・
将
棋
・
新
聞
部

の
全
国
大
会
出
場
，
梅
苑
祭
の
活

況
」
な
ど
生
徒
の
活
発
な
活
動
の
紹

介
を
兼
ね
た
ご
挨
拶
が
あ
り
、
各
来

賓
の
方
々
か
ら
の
ご
挨
拶
や
出
席
者

の
方
々
の
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
、
ま

た
、
み
や
ぎ
梅
苑
会
ホ
ー
ム
ペ
－
ジ

立
ち
上
げ
の
紹
介
等
を
交
え
、
同
じ

学
び
舎
を
巣
立
っ
た
同
窓
生
が
互
い

に
テ
ー
ブ
ル
間
を
大
き
く
移
動
し
な

が
ら
、世
代
・
職
域
を
超
え
和
気
藹
々

と
賑
や
か
に
交
流
を
し
ま
し
た
。

合
唱
部
O
B
の
西
村
晃
一
（
高

28
回
）
駒
場
悟
（
高
32
回
）
両
氏
の

リ
ー
ド
に
よ
り
出
席
者
全
員
で
校
歌

を
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
盛
会
裡
に
終

了
し
た
。

会
場
の
熱
気
が
天
に
届
い
た
か
、

会
員
が
帰
路
に
着
く
頃
に
は
豪
雨
は

す
っ
か
り
上
が
っ
て
い
た
。

み
や
ぎ
梅
苑
会
だ
よ
り

広
げ
よ
う
！
親
睦
と
交
流
の
輪
を

み
や
ぎ
梅
苑
会
総
会
・
懇
親
会
開
催

見
事
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
校
歌
を
披
露

第
７
回
「
土
井
晩
翠
先
生
が
作
詞
し
た
校
歌
を

い
っ
し
ょ
に
歌
い
ま
し
ょ
う
の
会
」
参
加

column

中
国
・
大
連
に
て
日
本
語
教

師
と
し
て
赴
任
し
て
い
る
橋
本

俊
一
さ
ん
（
高
校
21
回
）
か
ら

同
期
会
の
報
告
が
入
り
ま
し
た
。

先
月
、
高
校
21
回
の
有
志
７

名
が
奥
様
同
伴
で
大
連
を
訪
れ

現
地
で
同
期
会
を
開
催
し
た
そ

う
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
同
期

会
の
様
子
が
大
連
の
情
報
誌

「
Ｌ
Ｏ
Ｏ
ｋ
」
11
月
号
に
写
真

付
で
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

中
国・大
連
に
て
同
期
会
を
開
催



母校だより　
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同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
母
校
に
対
し
ま
し
て
物
心
両
面
に

亘
る
絶
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
衷
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
か
ら
大
変
ご
心
配
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
新
校
舎
第
三
・
四
棟

の
建
設
工
事
で
す
が
、
当
初
の
予
定

よ
り
五
か
月
ほ
ど
遅
れ
て
八
月
二
十

日
に
竣
工
い
た
し
ま
し
た
。
基
礎
杭

が
硬
い
転
石
層
に
阻
ま
れ
る
難
工
事

を
強
い
ら
れ
る
な
ど
大
変
厳
し
い
状

況
下
で
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

施
工
業
者
で
あ
る
菅
野
建
設
株
式
会

社
の
絶
大
な
る
ご
尽
力
に
よ
り
、
白

を
基
調
と
し
た
優
美
な
校
舎
が
完
成

し
ま
し
た
。
教
室
は
旧
校
舎
に
比
べ

三
〇
％
程
広
く
、
壁
や
床
、
廊
下
の

腰
板
に
は
杉
な
ど
の
県
産
木
材
が
ふ

ん
だ
ん
に
使
わ
れ
、
木
の
香
漂
う
温

か
み
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

生
徒
た
ち
は
、
こ
の
新
た
に
手
に
し

た
快
適
な
環
境
の
下
、
お
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
自
由
闊
達
な
校
風

を
さ
ら
に
高
揚
さ
せ
て
い
く
も
の
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

大
震
災
以
降
、
逆
境
を
バ
ネ
に
強

く
逞
し
く
成
長
し
て
い
る
生
徒
た

ち
の
文
武
両
面
に
亘
る
活
躍
は
、
今

年
度
も
大
変
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
運
動
部
で
は
、
陸
上
部

男
子
二
名
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
男
女

各
一
名
が
南
関
東
で
開
催
さ
れ
た
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
し
た
。
特

に
陸
上
部
の
山
下
潤
君
（
二
年
）

は
２
０
０
ｍ
で
三
位
、
南
京
で
開

催
さ
れ
た
ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

二
〇
一
四
に
同
種
目
の
ア
ジ
ア
代
表

と
し
て
出
場
し
、
六
位
入
賞
と
い
う

快
挙
を
成
し
遂
げ
、
二
〇
二
〇
年
東

京
五
輪
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ア
ス
リ
ー
ト
）」

十
一
名
の
一
人
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
陸
上
部
男
子
二
名
と
剣

道
部
女
子
一
名
が
長
崎
が
ん
ば
ら
ん

ば
国
体
に
出
場
し
ま
し
た
。
文
化
部

で
は
、
小
山
田
健
太
君
（
三
年
）
を

中
心
と
す
る
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

（
Ｓ
Ｓ
）
部
化
学
班
が
横
浜
で
開
か

れ
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
生
徒
研
究
発
表

会
に
お
い
て
「
ベ
ン
ザ
イ
ン
の
合
成

を
目
指
し
て
」
と
題
す
る
発
表
を
行

い
、
高
校
生
の
域
を
超
え
た
高
度
な

研
究
で
あ
る
と
の
評
価
を
受
け
て
文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
、
高
校

化
学
グ
ラ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト
で
も
文

部
科
学
大
臣
賞
を
受
け
ま
し
た
。
瀬

川
和
磨
君
（
二
年
）
を
中
心
と
す
る

生
物
班
が
日
本
魚
類
学
会
の
高
校
生

研
究
発
表
の
部
で
「
好
適
環
境
水
に

お
け
る
硬
骨
魚
類
の
セ
イ
ル
学
的
変

化
の
解
明
」
と
題
す
る
発
表
を
行

い
、
最
優
秀
研
究
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
ま
た
、
小
山
田
君
は
化
学
グ
ラ

ン
プ
リ
二
〇
一
四
で
金
賞
を
受
賞
し
、

瀬
川
君
は
日
本
生
物
学
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
二
〇
一
四
で
銅
賞
と
な
り
、
日
本

代
表
候
補
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、「
梅
薫
七
賢
人
チ
ー
ム
」
が
科
学

の
甲
子
園
県
大
会
で
優
勝
し
、
念
願

の
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
茨
城

県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
に
は
、
囲
碁
部
門
（
個
人
）、

将
棋
部
門
（
団
体
）、
新
聞
部
門
に
出

場
し
、
次
年
度
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ

る
大
会
に
は
、
Ｓ
Ｓ
部
化
学
班
、
梅

章
應
援
團
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
が
出
場

【陸上部】山下潤（２年）
●平成26年度全国インターハイ（山梨）２００ｍ【３位】
●第２回ユースオリンピック
　アジア地区予選（バンコク）２００ｍ【１位】
●第２回ユースオリンピック（南京）２００ｍ【６位】
●第８回ユース選手権大会（名古屋）１００ｍ【２位】
●平成26年度ＪＯＣオリンピック
　有望選手認定（平成26年4月）
●2020東京オリンピック
　「ダイヤモンドアスリート」認定
　（平成27年1月）

【ＳＳＨ】化学班ベンザイングループ
●全国生徒研究発表会
　文部科学大臣賞（全国１位）
●高校化学グランドコンテスト
　文部科学大臣賞（全国１位）

全 国 で 、 そ し て 世 界 で 福 高 生 が 活 躍

す
る
こ
と
が
既
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

学
習
面
に
お
い
て
は
、
全
国
的
に

も
稀
有
な
全
校
生
を
対
象
に
取
り
組

ん
で
き
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
が
八
年
目
を

迎
え
、
基
礎
的
教
養
を
身
に
付
け
る

契
機
と
し
て
進
路
指
導
部
が
展
開
し

て
い
る
リ
ベ
ラ
ル
ゼ
ミ
と
両
輪
を
為

し
、
本
校
教
育
の
中
核
と
し
て
し
っ

か
り
と
定
着
し
て
お
り
ま
す
。
県
内

は
勿
論
の
こ
と
国
内
外
の
高
校
、
大

学
、
研
究
機
関
等
と
の
連
携
体
制
が

強
化
さ
れ
、
最
先
端
の
研
究
者
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
交
流
等
に
よ
り
、

生
徒
た
ち
の
成
長
は
著
し
く
、
大
学

で
の
学
び
を
含
め
将
来
を
見
据
え
、

主
体
的
か
つ
意
欲
的
に
学
習
に
取
り

組
み
、
確
実
に
「
確
か
な
学
力
」
を

身
に
付
け
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
教
職
員
は
、
生
徒
た
ち
に

負
け
な
い
教
職
員
集
団
と
な
る
べ
く

日
々
研
鑽
に
励
み
、未
来
を
担
い
「
世

の
た
め
立
た
む
」
と
す
る
生
徒
た
ち

の
成
長
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
に
は
、
母
校
に
対
す
る

よ
り
一
層
の
御
支
援
と
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福島高等学校長
田代 公啓

煌
め
く
福
高
生

部活動成績

山下選手（写真左から2番目）



　進学展望

大学合格者数（過年度卒を含む）
項 平成

26年
平成
25年

平成
24年

平成
23年

合

格

者

数

国

公

立

大

北 海 道 大 6 9 5 4
岩 手 大 4 3 8 0
東 北 大 37 26 25 41
山 形 大 10 10 9 11
福 島 大 21 19 24 33
茨 城 大 2 3 2 1
筑 波 大 9 7 6 10
宇 都 宮 大 4 7 2 3
埼 玉 大 6 6 12 11
千 葉 大 15 14 15 13
東 京 大 6 3 0 6
東 京 外 語 大 1 0 2 1
東 京 工 業 大 5 2 1 6
一 橋 大 5 3 1 2
横 浜 国 立 大 6 4 6 7
新 潟 大 15 9 14 8
京 都 大 4 1 2 5
そ の 他 22 21 17 16
県 立 医 科 大 24 17 27 15
高 崎 経 済 大 4 1 1 0
そ の 他 5 16 15 9
小 計 211 181 194 202

私

立

大

慶 應 義 塾 大 15 10 6 13
早 稲 田 大 27 28 22 44
中 央 大 41 27 38 34
明 治 大 39 48 55 44
法 政 大 41 19 18 19
立 教 大 17 40 19 22
日 本 大 13 17 8 13
東 北 学 院 大 13 5 20 7
同 志 社 大 7 2 2 6
そ の 他 239 251 235 134
小 計 452 447 423 336

準 大 学 2 1 1 2
短 期 大 学 3 1 2 3
各 種 学 校 0 0 0 1
合 計 668 630 620 544

就 職 0 1 0 2

入試出願状況（現役の延べ数・推薦、AOは含まない）2月7日現在
項 大学名 平成

27年
平成
26年

平成
25年

平成
24年

国

公

立

大

北 海 道 大 15 13 12 32
岩 手 大 6 3 10 8
東 北 大 95 69 67 69
山 形 大 6 20 17 15
福 島 大 63 72 48 66
茨 城 大 12 13 5 10
筑 波 大 12 22 32 15
宇 都 宮 大 5 10 14 2
埼 玉 大 9 18 20 24
千 葉 大 18 36 36 34
東 京 大 18 16 22 5
東 京 外 語 大 0 5 2 6
東 京 工 業 大 6 4 4 6
一 橋 大 6 7 8 2
横 浜 国 立 大 6 9 8 13
新 潟 大 34 32 24 28
京 都 大 5 8 10 3
そ の 他 81 53 68 63
県 立 医 科 大 49 56 48 66
県 立 会 津 大 1 0 3 1
高 崎 経 済 大 9 8 3 2
そ の 他 33 19 31 36

私

立

大

東 北 学 院 大 3 12 13 20
青 山 学 院 大 23 17 31 34
慶 應 義 塾 大 30 25 20 22
上 智 大 2 5 5 7
中 央 大 64 42 56 61
東 京 理 科 大 24 21 20 31
日 本 大 18 18 24 20
法 政 大 48 39 60 48
明 治 大 63 74 93 118
立 教 大 50 37 61 37
早 稲 田 大 69 64 67 79
そ の 他 253 253 262 282

国 立 大 学 合 計 397 410 407 401
公 立 大 学 合 計 92 83 85 105
私 立 大 学 合 計 647 607 712 759
総 計 1,136 1,100 1,204 1,265
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平
成
二
十
七
年
三
月
の
卒
業
生
は
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、入
学

時
か
ら
仮
設
校
舎
で
学
校
生
活
を
送

り
、昨
年
、待
望
の
新
校
舎
完
成
を
待
っ

て
、八
月
二
十
一
日
に
教
室
移
動
す
る

ま
で
は
決
し
て
恵
ま
れ
た
学
習
環
境
で

あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。そ
の
よ
う
な
困

難
な
中
で
も
、例
年
に
も
増
し
て
力
を

蓄
え
、新
校
舎
へ
の
移
動
後
も
、一層
、進

路
実
現
へ
の
意
欲
を
燃
や
し
学
習
に
取

り
組
ん
だ
。

　
平
成
二
十
七
年
度
の
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
は
、新
学
習
要
領
へ
の
移

行
に
伴
い
、今
年
度
か
ら
数
学
と
理
科

が
新
課
程
に
沿
っ
た
出
題
に
切
り
替
わ

り
、旧
課
程
履
修
者
に
対
す
る
経
過
措

置
と
し
て
旧
課
程
科
目
も
出
題
さ
れ

た
た
め
、か
つ
て
な
い
複
雑
な
実
施
方

法
と
な
っ
た
。十
八
歳
人
口
の
減
少
も

あ
り
、志
願
者
数
、受
験
者
数
と
も
に

減
少
し
た
前
年
か
ら
大
き
な
変
化
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。全
国
の
科
目
別
平

均
点
で
は
、昨
年
、過
去
最
低
だ
っ
た
国

語
が
大
幅
に
上
昇
。地
歴
の
中
で
は
地

理
Ｂ
が
、理
科
で
は
生
物
が
目
立
っ
て

ダ
ウ
ン
し
、数
学
Ⅱ・Ｂ
の
中
間
平
均
点

の
時
点
で
四
十
七
点
と
大
変
低
い
も
の

と
な
っ
た
。ま
た
、生
物
と
物
理
Ⅰ
の
平

均
点
差
が
二
十
点
以
上
開
い
た
た
め
、

十
七
年
ぶ
り
に
得
点
調
整
が
実
施
さ

れ
た
。

　
本
校
に
お
け
る
国
公
立
大
の
志
願

動
向
だ
が
、旧
帝
大
を
中
心
と
し
た
難

関
大
学
へ
の
志
向
が
よ
り
高
ま
る
と
と

も
に
、地
域
拠
点
大
学
へ
の
出
願
も
ほ

ぼ
例
年
通
り
だ
っ
た
。

　
具
体
的
な
出
願
数
に
つ
い
て
は
、下

記
の「
入
試
出
願
状
況
」に
示
す
。旧

帝
大
を
は
じ
め
と
す
る
難
関
大
学
へ
の

出
願
数
は
昨
年
よ
り
も
三
十
程
度
増

加
し
、特
に
東
北
大
で
は
前
後
期
併
せ

て
九
十
五
の
出
願
と
昨
年
よ
り
二
十
六

の
増
加
と
な
っ
た
。（
前
期
は
六
十
六
名

で
四
十
六
名
だ
っ
た
昨
年
よ
り
二
十
名

の
増
）福
島
大
学
は
前
期
で
二
十
三
名

の
出
願
で
昨
年
よ
り
三
名
減
。福
島

県
立
医
科
大
学
の
医
学
部
は
前
期
で

十
七
名
と
昨
年
よ
り
六
名
増
え
た
。

　
こ
れ
ま
で
同
様
、福
高
の
精
神
で
あ

る
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
道
で
活
躍
し
て
い
く
た
め
の
第

一歩
と
し
て
、全
国
津
々
浦
々
に
美
し
い

梅
花
を
咲
か
せ
て
も
ら
い
た
い
。そ
の

た
め
に
、国
公
立
受
験
で
は
生
徒
た
ち

が
後
期
日
程
ま
で
粘
り
強
く
受
験
と

向
き
合
い
、合
格
を
勝
ち
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
生
徒
を
支
え
て
い
き
た
い
。

進
路
希
望
の
動
向 

〜
合
格
の
花
咲
か
せ
、
世
の
為
た
れ
！
〜

進
学
展
望



　寄贈図書紹介・同窓会役員および事務局員

会長 川崎　眞二 高11回
副会長 鈴木　征夫 高12回
副会長 内池　浩 高14回
副会長 二階堂　晋一 高16回
副会長 久米　允彦 高16回
副会長 渡邊　健寿 高17回
副会長 片平　憲市 高19回
常任理事 佐藤　祀男 高11回
常任理事 齋藤　登 高12回
常任理事 磯貝　健郎 高13回
常任理事 林　　恭良 高14回
常任理事 永倉　禮司 高15回
常任理事 佐藤　守 高16回
常任理事 富田　建一郎 高16回
常任理事 長谷川　好美 高17回
常任理事 歌川　和夫 高17回
常任理事 熊坂　英二 高18回
常任理事 佐久間　政文 高19回
常任理事 本多　修二 高20回

田中　訓樹 高22回
佐藤　洋光 高23回
須藤　鑑 高26回
朽木　隆 高27回
大橋　良一 高27回
今関　達也 高28回
国分　聡 高33回
西山　伸一 高35回
佐藤　富浩 高36回
丹治　崇 高36回
渡邊　兼綱 高36回
小林　寿宣 高38回
大河内　孝志 高38回
本多　信弥 高40回
田中　幹大 高46回
田中　成和 高48回
松井　暢彦 高53回
笹原　麻里菜 高60回
石井　絢花 高62回

平成26年度　同窓会役員　
監事 鈴木　芳喜 高19回
監事 松野　孝司 高20回
理事 角田　征雄 高12回
理事 三瓶　昌久 高13回
理事 久家　孝夫 高13回
理事 上竹　豊 高14回
理事 岡崎　勇三郎 高15回
理事 勢島    昇 高18回
理事 本多　純一郎 高19回
理事 花井　宣明 高20回
理事 網代　智盟 高21回
理事 佐藤　信雄 高21回
理事 尾形　克彦 高22回
理事 芳賀    裕 高22回
理事 黒澤　信雄 高22回
理事 大野　順道 高22回
理事 木村　豊 高22回
理事 菅野　日出喜 高23回
理事 加藤　典義 高23回

平成26年度　同窓会事務局員

寄贈年月日 書　名 著　者　名 寄贈者（敬称略）

26.05.30 コンサルティング科医者図鑑 青山邦彦・絵 日経BP
コンサルティング

26.05.30 総合商社図鑑 青山邦彦・絵 日経BP
コンサルティング

26.05.30 100年前からの警告　福島原発事故と朝
河貫一 武田徹、他 武田徹

26.05.30 転生の秘密 ジナ・サーミナラ 日本エドガー・
ケイシーセンター

26.05.30 サイエンス 東京理科大学 東京理科大学
26.05.30 万葉集みじかものがたり 8 中村　博 中村博
26.05.30 万葉集みじかものがたり 6 中村　博 中村博
26.05.30 ふくしまの芸術文化五十年 福島県芸術文化団体 福島県芸術文化団体
26.05.30 150人のオピニオン Ⅴ 海洋政策研究財団 海洋政策研究財団
26.05.30 151人のオピニオン Ⅵ 海洋政策研究財団 海洋政策研究財団
26.05.30 海洋白書 2014 海洋政策研究財団 海洋政策研究財団
26.05.30 資本制経済の基本法則 柳田洋吉 柳田洋吉
26.05.30 科学技術は日本を救うのか 北澤宏一 北澤宏一

26.06.30 官房長官 星浩　 星浩
（福高26回卒）

26.06.30 これからを生き抜くために大学時代にす
べきこと 許光俊 永山徹

26.06.30 内部被曝の脅威 肥田舜太郎 永山徹
26.06.30 常識破りの日本語文章術 松永暢文 永山徹

26.06.30 和解する脳 池谷裕二、
鈴木仁志 永山徹

26.06.30 菅原道真 三田誠広 永山徹
26.06.30 小倉昌男　経営学 小倉昌男 永山徹
26.06.30 国をつくるという仕事 西水美恵子 永山徹
26.06.30 東アジアのアイデンティティ 李相哲 永山徹
26.06.30 挑戦　巨大外資 上　 高杉良 永山徹
26.06.30 挑戦　巨大外資 下 高杉良 永山徹
26.06.30 ロンドンはやめられない 高月園子 永山徹
26.06.30 田辺聖子の小倉百人一首 田辺聖子 永山徹

26.06.30 狼は帰らずアルピニスト・森田勝の生と
死　 佐瀬稔 永山徹

26.06.30 行かずに死ねるか！ 石田ゆうすけ 永山徹
26.06.30 5万4千円でアジア大横断 下川裕治 永山徹
26.06.30 やった。 坂本達 永山徹
26.06.30 阿部一族・舞姫 森鴎外 永山徹
26.06.30 南極観測隊のしごと 国立極地研究所 国立極地研究所
26.06.30 南極海に生きる動物プランクトン 福地光男、他 国立極地研究所
26.06.30 高校生が三田サハリン・樺太 菊地明範 中央大学

26.06.30 郡山物語 菊池晋太郎、他 ヨークベニマル
文化教育事業財団

26.06.30 保障行政の法理論 板垣勝彦 板垣勝彦
（高校52回卒）

26.06.30 細道の情景 溝渕冬扇 溝渕冬扇
26.06.30 万葉集みじかものがたり 5 中村博 中村博
26.06.30 万葉集みじかものがたり 7 中村博 中村博
26.06.30 万葉集みじかものがたり 9 中村博 中村博
26.06.30 万葉集みじかものがたり 10 中村博 中村博

26.06.30 伝えたい　福島の3.11 あけぼの会 福島県退職女性
教職員

26.07.31 スイモ、アマイモ。司法書士花村大輔の
プライド 月路よなぎ･画 日本司法書士会

連合会
26.07.31 文豪ナビ　夏目漱石 新潮文庫 新潮社
26.07.31 いちから聞きたい放射泉のほんとう 菊池誠、小峰公子 菊池誠

26.07.31 生存者ゼロ 安生正 赤沼健一
（福高職員）

寄贈年月日 書　名 著　者　名 寄贈者（敬称略）

26.07.31 ゼロの迎撃 安生正 赤沼健一
（福高職員）

26.07.31 海賊とよばれた男 上 百田尚樹 赤沼健一
（福高職員）

26.07.31 海賊とよばれた男 下 百田尚樹 赤沼健一
（福高職員）

26.07.31 インフェルノ 上 ダン・ブラウン 赤沼健一
（福高職員）

26.07.31 インフェルノ 下 ダン・ブラウン 赤沼健一
（福高職員）

26.07.31 味わってみたい日本の料亭・料理店 全国料理業生活衛
生同業組合

26.07.31 ビブリオバトルを楽しもう 粕谷亮美 福島県司書研修会
26.08.22 偽善入門 小池龍之介 図書部選書実習
26.08.22 アイデアの接着剤 水野学 図書部選書実習
26.08.22 さよなら妖精 米澤穂信 図書部選書実習
26.08.22 儚い羊たちの祝宴 米澤穂信 図書部選書実習
26.08.22 文学とは何か 加藤周一 図書部選書実習
26.08.22 空想科学読本ミドリ 柳田理科男 図書部選書実習
26.08.22 ジョン・マン 山本一力 図書部選書実習
26.08.22 恋文の技術 森見登美彦 図書部選書実習
26.09.30 不思議な電話 松田武信 松田武信

26.09.30 経営の嘘 佐藤祥一 佐藤祥一
（福高21回卒）

26.09.30 春のみなも 上 春吉省吾 佐藤祥一
（福高21回卒）

26.09.30 春のみなも 下 春吉省吾 佐藤祥一
（福高21回卒）

26.10.31 知ろうとすること。 早野龍五、糸井重
里 西沢書店

26.10.31 決めごとのきまりゴト 浅利圭一郎 日比谷パーク法律
事務所

26.11.28 源氏物語 １ 中村博 中村博

26.11.28 響き合う　うたと人形 島内景二　他 土屋文明記念
文学館

26.11.28 日本入門　ー本文対応英訳付きー 高橋瞳 高橋瞳
26.11.28 空のかあさま 金子みすゞ 金子みすゞ記念館
26.11.28 美しい町 金子みすゞ 金子みすゞ記念館
26.11.28 さみしい王女 金子みすゞ 金子みすゞ記念館
26.11.28 福島土と生きる　大石芳野写真集 大石芳野 鈴木武
26.12.19 たすきつなぎ　ものがたり百人一首 中村博 中村博
26.12.19 魔法のリスニング リサ・ヴォート 團野澄枝
26.12.19 魔法の英語　なめらか口づくり リサ・ヴォート 團野澄枝
26.12.19 魔法の英語　耳づくり リサ・ヴォート 團野澄枝
26.12.19 もっと　魔法のリスニング リサ・ヴォート 團野澄枝
26.12.19 ステップ30　1か月速習フランス語 六鹿豊 團野澄枝
26.12.19 ステップ30　1か月速習ドイツ語 増本浩子 團野澄枝

26.12.19 磐梯　本田一弘歌集 本田一弘 本田一弘
（福高39回卒）

26.12.19 世界平和への歩み 桜美林大学 桜美林大学
26.12.19 武装解除 伊勢﨑賢治 桜美林大学
26.12.19 100年前の新潮文庫 新潮社 福高21回卒有志
26.12.19 100年前の新潮文庫　人生論 新潮社 福高21回卒有志
26.12.19 100年前の新潮文庫　エルテルの悲しみ 新潮社 福高21回卒有志
26.12.19 100年前の新潮文庫　はつ恋 新潮社 福高21回卒有志
26.12.19 100年前の新潮文庫　人形の家 新潮社 福高21回卒有志

26.12.19 100年前の新潮文庫　ロメオとジュリ
エット 新潮社 福高21回卒有志

寄贈図書紹介（平成26年１月～12月）

福島県立福島高等学校同窓会　役員および事務局員

発行人：川崎眞二　発行日：平成27年3月1日　印刷：㈱日進堂印刷所　　[題字は故若林名誉会長]

（その他多数の寄贈図書をいただきました）

理事 村上　正文 高23回
理事 江口　淳 高23回
理事 高橋　雅行 高24回
理事 渋谷　修一 高24回
理事 渡邉　誠 高25回
理事 渡辺　久 高25回
理事 後藤　忠久 高26回
理事 土屋　牧雄 高26回
理事 阿部　芳和 高27回
理事 片平　淳 高28回
理事 五十嵐　俊道 高28回
理事 島田　久 高31回
理事 八子　直樹 高31回
理事 大和田　利明 高31回
理事 篠木　雄司 高33回
理事 吉成　健二 高33回
理事 関根　英樹 高33回
理事 阿久津　順二 高37回

みやぎ梅苑会事務局
〒981-0923　仙台市青葉区東勝山二丁目22-6
TEL.022-275-2887（落合　敏伸）

関東梅苑会事務局
〒150-0043　渋谷区道玄坂1-15-3　プリメーラ道玄坂110号信陵会館内
TEL.03-3462-1225　FAX.03-5489-1358（今野 金顕）
http://www.kantobaienkai.ne.jp/index.html

同窓会事務局（福島高校内)
〒960-8002　福島市森合町5-72
TEL.024-535-2391　FAX.024-535-2392


